
ま
つ
ば
ら
歴
史
さ
ん
ぽ
vol.8

河
内
大
塚
山

　
　

古
墳
紀
行

世
界
遺
産
の

百
舌
鳥
古
墳
群
と

古
市
古
墳
群
の

中
間
、丹
比
野
に
立
地
し
た

河
内
大
塚
山
古
墳
の

築
造
か
ら
近
世
・
近
代
の

姿
を
知
る

　

河
内
大
塚
山
古
墳
は
、古
市
古
墳
群
の
西
端
に
位
置
す
る
わ
が
国
で
五
番
目
の
巨
大
前

方
後
円
墳
で
あ
る
。
墳
丘
は
、東
除
川
の
西
側
に
発
達
し
た
中
位
段
丘
面
に
築
か
れ
て
い

る
。周
囲
に
濠
を
め
ぐ
ら
せ
、墳
丘
長
三
三
五
m
を
測
る
。律
令
制
下
、河
内
国
丹
比
郡
の

地
で
あ
る
。

　

前
方
部
に
は
江
戸
時
代
以
降
、丹
北
郡
東
大
塚
村
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、境
の
丹
北
郡

西
大
塚
村
の
田
畑
も
耕
さ
れ
て
お
り
、後
円
部
に
は
氏
神
社
の
大
塚
社（
天
満
宮
）が
祀
ら

れ
て
い
た
。
戦
国
時
代
に
は
、土
豪
の
丹
下
氏
が
丹
下
城
を
築
い
て
い
た
。

　

築
造
年
代
は
、（
一
）前
方
部
が
低
平
で
、大
き
く
広
が
る
。（
二
）明
瞭
な
段
築
が
見
ら
れ

ず
、後
円
部
頂
の
平
坦
面
が
狭
い
。（
三
）造
り
出
し
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

（
四
）葺
石
の
使
用
は
不
明
で
あ
り
、埴
輪
の
存
在
も
明
ら
か
で
は
な
い
。（
五
）後
円
部
中

腹
に
、後
期
古
墳
の
横
穴
式
石
室
材
と
思
わ
れ
る「
ご
ぼ
石
」と
よ
ぶ
巨
石
が
露
出
し
て
い
る

こ
と
や
、江
戸
時
代
の『
阿
保
親
王
事
取
集
』に
後
円
部
東
南
に
石
室
材
を
思
わ
せ
る「
石
之

磨
戸
」や「
磨
戸
石
」の
石
が
開
口
し
て
い
る
と
あ
る
。（
六
）近
く
の
柴
籬
神
社（
上
田
）に
移

さ
れ
た
手
洗
鉢
や
東
大
塚
・
天
満
宮
遥
拝
所（
南
恵
我
之
荘
）の
標
石
の
台
石
と
、「
百
渡
石
」

が
横
穴
式
石
室
や
石
棺
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、古
市
古
墳
群
最
後
の

六
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
築
造
と
み
ら
れ
る
。

　

被
葬
者
は
安
閑
天
皇
未
完
成
説
や
欽
明

天
皇
初
葬
説
な
ど
が
あ
る
。

　

河
内
大
塚
山
古
墳
は
、の
ち
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）に
国
の
史
蹟
指
定
を
受
け
、同

十
四
年（
一
九
二
五
）に
は
陵
墓
参
考
地
と

な
っ
た
。こ
れ
に
伴
い
、墳
丘
内
に
あ
っ
た
集
落

は
、東
大
塚
村
側
に
移
さ
れ（
昭
和
二
〜
三

年
）、昭
和
九
年（
一
九
三
四
）に
古
墳
の
土
地

買
収
が
完
了
し
た
。昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）

に
は
史
蹟
指
定
が
解
除
さ
れ
、宮
内
省（
現

宮
内
庁
）に
よ
っ
て
、現
在
に
至
る
ま
で
管
理

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

明治時代の河内大塚山古墳　イギリスのウイリアム・ゴーランド撮影。

昭和１２年（１９３７）の河内大塚山古墳　谷村為海氏撮影。
いずれも、現在のように樹木があまり見られない。『河内国陵墓図』阿保親王とある。

た
じ
ひ

り
つ
り
ょ
う

た
ん
げ

だ
ん
ち
く

は
に
わ

ふ
き
い
し

み
が
き
と
い
し

ひ
ゃ
く
ど

あ
ん
か
ん

き
ん
め
い

あ

ぼ
し
ん
の
う
こ
と
と
り
し
ゅ
う

て
ん
ま
ん
ぐ
う
よ
う
は
い

い
し
の

み
が
き
と

し
ば
が
き

た
ん
ぼ
く『河内鑑名所記』　阿保親王御廟とある。

〔引用文献〕
西田孝司  「河内大塚山古墳の内部構造─『阿保親王事取集』に見える
　　　　 「磨戸石」の記述から」(『ヒストリア』159号、大阪歴史学会、1998年)
西田孝司  「河内大塚山古墳と横穴式石室」
　　　　　(『古代学研究』143号、古代学研究会、1998年)
西田孝司 「河内大塚山古墳と陵墓参考地」(『松原市史』第2巻、松原市、2008年)

書　　名著　  　　者 発  行  年 被葬者の記述
『河内鑑名所記』三田浄久 延宝7年(1679) 「阿保親王御廟　大塚と云山也」

『南游紀行』貝原益軒 正徳3年(1713) 「其乾に小き山遠くみゆ。王塚山と號す。是阿保親王の墳なり。保の寺、おとよむべし。其邊に阿保村あり」
『和漢三才図会』寺嶋良安 正徳3年(1713) 「阿保親王墓　在大塚山」

『河内志』寺田保正・ 享保20年(1735) 「埴生山岡上墓　来目皇子　在大塚村」神田祐世

「来目皇子　河内埴生山岡上　在丹北郡大塚村」『日本書紀通證』 宝暦2年(1752)

『河内名所図会』秋里籬嶋 享和元年(1801)

『大日本地名辞書』
　(冨山房)吉田東伍 明治33年(1900)

『野山のなげき』伴林光平 文久2年(1862) 「河内国丹北郡なる大塚村の御廟山にて、神さぶる御陵の松をたづきにてうき雲かゝる
　高鷲が原」

江戸時代に記された河内大塚山古墳の被葬者　江戸時代には平安初期の阿保親王（平城天皇の皇子）や飛鳥時代の来目皇子（聖徳太子の弟）
墓と考えられている。ただ、伴林光平は『野山のなげき』で高鷲が原、つまり雄略天皇の丹比高鷲原陵と推測している。

へいぜいあ ぼ く め

明治時代後半以降、5世紀後半の雄略天皇陵と考えられてきた。しかし、6世紀中頃～後半と考えられる河内大塚山古墳の年代に合わない。

「来目皇子塚「河内志」に、丹北郡大塚村にありとしるせり」「覚峰師云、此皇子の塚は、「河内
志」に、丹北郡大塚村に存とそ。然れども、埴生山の岡上といはんには、是ならず」「土人、此
墳を阿保親王といふは謬也。按るに、一津屋村に荒塚あり、字を御墓といふ。これ、親王の塚
ならん歟」

 (大塚)
書紀通証之を以て、来目皇子埴生山岡上墓と為せど非なり。全く平地に在れば岡上と曰ふべ
からず、或疑ふ雄略天皇高鷲原御陵に非ずやと、形状壮大当時の盛勢を表示するに似たり。
(高鷲原陵)
按に島泉墓円径百間に満たず、其東少間にして又小墳あり、此数墓蓋旧史謂ふ所の隼人墓な
らん。而も其真皇陵は此を距る西微南十五町、大塚山に擬す可きのみ。　　　　

ひ
が
し
よ
け
が
わ

谷川士青

『河内国陵墓図』伴林光平 文政12年(1829) 「埴生山岡上墓　阿保親王」

『河内名所図会』に見える河内大塚山古墳（左上）　
後円部上に大塚社（菅原神社・天満宮）が祀られる。参道石段左下に巨石が見られる。
下段には、5世紀前半に反正天皇が王宮（ミヤコ）とした丹比柴籬宮跡に創建された
と伝える柴籬神社が描かれる。

〔河内大塚山古墳の所在地〕
墳丘の南北を走る中軸線を境に、西は松原市西大塚、東は羽曳野市南恵我之荘（旧・
東大塚）に分かれている

発行：松原の歴史を知る会　松原市上田5丁目4-1 /（一財）松原市文化情報振興事業団　発行日：2020年12月1日
協力：松原市・松原市教育委員会　執筆：西田孝司（松原市文化財保護審議会）　写真撮影：保田紀元

※既シリーズ「道しるべ紀行」（2014年）/「樹木紀行」（2015年）/「史跡・文化財紀行」（2016年）/
　「水辺の野鳥紀行」（2016年）/「松原名所ぶらり紀行」（2017年）/「祭り紀行」（2018年）/「松原お寺紀行」（2019年）
※既シリーズ「道しるべ紀行」（2014年）/「樹木紀行」（2015年）/「史跡・文化財紀行」（2016年）/
　「水辺の野鳥紀行」（2016年）/「松原名所ぶらり紀行」（2017年）/「祭り紀行」（2018年）/「松原お寺紀行」（2019年）



【河内大塚山古墳の案内板】
（松原ライオンズクラブ） ２０１０～１１年の
４５周年記念に設置。

【河刕丹北郡西大塚村麁絵図】（江戸時代後
半）　江戸時代、墳丘は西大塚村農民の畑と
して耕作されていた。濠は西池、北池として、
一津屋村（松原市）や丹下村・西川村（羽曳野
市）の灌漑池であった。下が北。（個人蔵、部分）

【東大塚天満宮遥拝所標石の台石】
(南恵我之荘)　黒雲母花崗岩。石室の転用。

【河内大塚山古墳後円部の巨石・ごぼ石】
（『大阪府史蹟名勝天然記念物調査報告
第五輯』より、1934年）　花崗閃緑岩。

【柴籬神社安置の手洗鉢】　
「天満宮」「享和元辛酉年」「九月」「東大塚村氏
子」とある。享和元年（１８０１）に石室材を転用
し奉納。黒雲母花崗岩。

『阿保親王事取集』〔文政8年〕（1825）に見える
「石之磨戸」「磨戸石」の表記（山口県文書館蔵）　
右から5・7行目。
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【東大塚天満宮 百渡石】
流紋岩質溶結凝灰岩。
いわゆる竜山石である。
「百渡石」「天保十一年八
月吉日」「東大塚安兵衛」
とある。
天保11年（1840）、東大
塚村の安兵衛が建てた。
石棺の転用。

【大塚陵墓参考地標石】
宮内省が建てた河内大塚
山古墳の標石（昭和７年）
中央に「大塚陵墓参考地」
「宮内省」。左側面に「猥ニ
入ルベカラス」、裏面に「昭
和七年十月」とある。

【大正15年（1926）の河内大塚山古墳の宮内省買上げの新聞記事】　
前方部上に所在した民家や田畑などが陵墓参考地になったことに伴い、買上げられた。
（大正15年2月26日、大阪朝日新聞より）

①

①②

③

③

④

④

河内大塚山古墳河内大塚山古墳

かしゅう そ

みだり

たつやまいし

みだり

②

野遠石原町

【墳丘図】（『松原市史』第1巻より、1985年）
墳丘長335m、後円部直径185m、
後円部高20m、 前方部幅225m、
前方部高5m。
徒歩20～30分で全周できる。

反
正
陵
古
墳

御
廟
山
古
墳

履
中
陵
古
墳 ニサンザイ古墳

仁
徳
陵
古
墳

三
国
ケ
丘
駅

三
国
ケ
丘
駅

堺東駅

百舌鳥駅

JR阪和線

南海
高野線

百舌鳥古墳群

道
明
寺
駅

古市駅

大和川

石
川

応
神
陵
古
墳

仲
哀
陵
古
墳

津
堂
城
山
古
墳

白鳥陵古墳

仲姫命陵古墳
近鉄南大阪線
近鉄南大阪線

古市古墳群


